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「
受
け
る
よ
り
は
与
え
る
方
が
幸
い
で
あ
る
」

（
使
徒
言
行
録
20
章
35
節
よ
り
）

　

甥
が
３
歳
く
ら
い
の
時
、
食
べ
て
い
た
お
菓
子
を
「
お
っ
ち
ゃ
ん
に
頂
戴
！
」

と
お
願
い
す
る
と
、
悩
ん
だ
末
に
一
つ
ま
み
分
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

彼
な
り
に
考
え
、
葛
藤
の
中
で
分
け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
は
、
お

菓
子
が
減
っ
た
寂
し
さ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
分
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
喜
び
も
な
ん
と
な
く
感
じ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
世
の
中
を
見
ま
す
と
、
大
人
た
ち
が
分
け
る
こ
と
な
く
奪
い
合
う
現
実

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

校
祖
・
新
島
襄
の
葬
儀
に
際
し
て
、
新
島
の
友
人
・
勝
海
舟
が
、「
彼
ら
は
世

よ
り
取
ら
ん
と
す
、
我
ら
は
世
に
与
え
ん
と
欲
す
」
と
い
う
言
葉
を
幟
に
記
し

ま
し
た
。
時
は
、「
富
国
強
兵
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
ア
ジ
ア
へ
の
軍
事
的

進
出
を
画
策
す
る
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に

学
ん
だ
新
島
襄
は
、「
奪
う
」
の
で
は
な
く
、
互
い
に
尊
重
し
あ
う
、「
与
え
る
」

教
育
を
行
う
同
志
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
志
社
に
は
設
立
当
初
か
ら
「
受
け

る
よ
り
は
与
え
る
方
が
幸
い
で
あ
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
同
志
社
で
学
ぶ
皆
さ
ん
が
、
分
け
る
こ
と
、
与
え
る

こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
プ
レ
ン　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
上
鳥
羽
教
会
牧
師　

月
下　

星
志
）

イ
ラ
ス
ト　

中
谷
隆
志

椿
の
リ
ー
ス

HP
http://www.

christian-center.jp/

①クリスマス・イルミネーション点灯式
　今出川校地
　11月21日（木）	17：15 ～17：45
　西門北側サンクタスコートヒマラヤスギ周辺

　京田辺校地
　12月  2日（月）	16：45 ～17：15
　ローム記念館前

②アドベント礼拝
　12月3日（火）～12月20日（金）の間のチャペル・アワー
アドベントとは、イエス・キリストの降誕を待ち望む準
備期間です。アドベント・クランツのキャンドルを灯し、
一緒にクリスマスの到来を待ちましょう。

③第 30 回同志社京田辺クリスマス燭火讃美礼拝
キャンドルの光のもと、ともにクリスマスの礼拝を捧げ
ましょう。
日時	：12月14日（土）15:30 開場 16:00 開始 17:30 終了予定
会場	：同志社新島記念講堂	
	   （京田辺校地　同志社女子大学構内）

④クリスマス･ イブ礼拝
　京田辺校地
　日時	：12月24日（火）16：40 ～17：30
　会場	：�同志社京田辺会堂　言館（KOTOBA-KAN）礼拝堂

　今出川校地
　日時	：12月24日（火）18：30 ～ 20：00
　会場	：同志社礼拝堂
　　※同志社教会のクリスマス・イブ礼拝と共同開催

⑤パイプオルガン講座発表会
オープン・プログラムでパイプオルガンを学ぶ受講生
の発表会です。

　今出川校地
　日時	：12月12日（木）18：30 ～19：30
　会場	：クラーク・チャペル

　京田辺校地
　日時	：12月16日（月）10：00 ～10：35
　会場	：同志社京田辺会堂　言館（KOTOBA-KAN）礼拝堂
＊�各行事の詳細は、HPまたはキリスト教文化センター
掲示板のポスター等をご覧ください。

　オリジナルホームページ http://www.christian-center.jp/

◆�

函
館
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
今
回
の
熊
本
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
を

決
め
た
。
大
学
の
歴
史
を
知
ら
ず
に
４
年

間
を
過
ご
す
こ
と
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

う
。

◆�

授
業
で
学
ん
だ
同
志
社
の
ル
ー
ツ
に
つ
い

て
学
び
を
一
層
深
め
る
こ
と
、
現
在
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
精
神
に
ふ
れ
る
こ
と

を
こ
の
旅
の
目
標
と
し
て
い
た
が
、
実
際

に
熊
本
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と

え
家
族
と
の
仲
を
違
え
よ
う
と
も
信
仰
を

守
っ
た
熊
本
バ
ン
ド
の
青
年
た
ち
の
熱
意

を
強
く
感
じ
た
。
ま
た
震
災
の
被
害
に

あ
っ
た
方
々
の
生
の
声
を
聴
け
た
こ
と

も
、
大
変
印
象
深
か
っ
た
。

◆�

同
志
社
の
歴
史
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
学

び
直
せ
る
機
会
を
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
も熊本草葉町教会訪問

つ
こ
と
が
で
き
、
同
志
社
の
学
生
と
し
て

の
自
覚
と
将
来
へ
の
想
い
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
う
し
、
こ
の
経
験
が
今
後

の
人
生
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い
、
大
切
な

想
い
出
と
し
て
胸
に
し
ま
っ
て
お
き
た

い
。

◆�

益
城
町
東
無
田
地
区
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
、
実
際
に
被
災
し
た
方
か
ら
お

話
を
伺
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
、
メ
デ
ィ
ア
も
巻

き
込
ん
で
行
政
と
交
渉
す
る
こ
と
な
ど
、

復
興
の
た
め
の
計
画
が
非
常
に
戦
略
的
に

実
践
さ
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
た
。
災
害

時
以
外
に
お
け
る
行
動
指
針
と
し
て
も
見

習
う
べ
き
モ
デ
ル
に
な
り
、
非
常
に
貴
重

な
経
験
だ
っ
た
。

◆�

授
業
で
同
志
社
建
学
当
時
の
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
だ
時
に
は
、
身
近
な
こ
と
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
機
に
、
よ
り
近
い

も
の
と
し
て
学
び
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。
校
友
会
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会

は
、
非
常
に
新
鮮
で
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。

◆�

同
志
社
と
い
う
学
び
舎
に
つ
い
て
知
ら
な

い
多
く
の
学
生
に
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
こ

と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

た
め
に
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
発

信
し
て
い
き
た
い
。

◆�
普
段
は
話
す
機
会
の
少
な
い
、他
の
学
部
・

学
年
の
学
生
と
大
い
に
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
同
志
社
は
、
様
々
な
人
の
理

解
、
協
力
を
得
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
築

き
あ
げ
ら
れ
た
学
校
だ
と
い
う
こ
と
を
こ

の
キ
ャ
ン
プ
で
再
認
識
し
、
改
め
て
、
同

志
社
の
学
生
で
あ
る
こ
と
に
強
い
誇
り
を

感
じ
た
。
同
志
社
の
学
生
に
し
か
体
験
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
で
、少
し
で
も
興
味
が
あ
る
な
ら
ば
、

絶
対
に
参
加
す
る
べ
き
！

奉教之碑（花岡山）

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
志
社
を
見
つ
め
、
そ
し
て
自
ら
を
省
み
る
２
泊
３
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
“
熊
本
キ
ャ
ン
プ 

〜 D
oshisha Spirit T

our 

〜
”
を
２
０
１
９
年
９
月
11
日
か
ら
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
で
９
回
目
と
な
る
熊
本
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
創
設
期
の
同
志
社
に
学
び
、
新
島
襄
と
と
も
に
同
志
社
を
支
え
た
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
足
跡
を
た
ど
る
だ
け
で
は

な
く
、
前
回
に
引
き
続
き
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
を
中
心
と
す
る
九
州
地
方
で
の
震
災
を
覚
え
、
非
常
に
大
き
な
被
害
を
受
け

た
益
城
町
東
無
田
地
区
を
訪
ね
、
地
震
発
生
時
か
ら
の
住
民
主
体
の
様
々
な
取
り
組
み
に
関
す
る
お
話
を
伺
い
、
理
解
を
深
め

る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
学
生
７
名
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
キ
ャ
ン
プ 

〜 D
oshisha Spirit Tour 

〜 

お知らせ



　

私
の
大
好
き
な
祈
り
に
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
平
和
の
祈
り
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
12
世
紀
か
ら
13
世
紀
に
か
け
て

生
き
た
人
で
、
清
貧
の
中
、
神
と
真
っ
す
ぐ
に
向
き
合
っ
た
信
仰
生
活
を

貫
き
、
当
時
の
堕
落
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人

物
で
す
。
今
の
ロ
ー
マ
教
皇
も
彼
の
名
前
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
祈
り
の
後
半
部
分
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
あ
、
主
よ
、
慰
め
ら
れ
る
よ
り
も
慰
め
る
者
と
し
て
く
だ
さ
い
。

理
解
さ
れ
る
よ
り
も
理
解
す
る
者
に
、
愛
さ
れ
る
よ
り
も
愛
す
る
者
に
。

そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
、
自
ら
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
、
許
す
こ

と
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
、
自
分
の
か
ら
だ
を
さ
さ
げ
て
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て

と
こ
し
え
の
命
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
」。

　

私
は
、
こ
の
祈
り
を
書
道
家
の
義
母
に
書
い
て
も
ら
い
、
額
に
入
れ
て

研
究
室
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
最
も
大
切
な
教
え
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
姦
通
し
た
女
に
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
、
ハ

ン
セ
ン
病
や
皮
膚
病
を
患
っ
て
い
る
人
々
を
癒
し
、
当
時
差
別
さ
れ
て
い

た
徴
税
人
の
マ
タ
イ
を
弟
子
の
ひ
と
り
に
加
え
ま
し
た
。聖
書
を
読
む
と
、

そ
こ
か
し
こ
に
、
弱
き
者
に
対
す
る
イ
エ
ス
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
そ
う
い
う
弱
き
者
、
小
さ
き
者
の

た
め
の
宗
教
で
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自
分
が
取
る
に
足
ら
な
い
ち
っ
ぽ
け
な
存
在

だ
と
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
平

和
の
祈
り
を
唱
え
ま
す
。
慰
め
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
、
愛
さ
れ
る
こ
と
ば

か
り
を
期
待
し
て
、
自
分
か
ら
は
何
も
与
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

弱
い
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の
苦
し
み
や
辛
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。
自
分
が
小
さ
き
者
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
大
き
な
苦
難

の
中
に
あ
る
人
々
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
で
す
。

　

見
返
り
を
求
め
ず
に
与
え
続
け
る
の
は
難
し
く
、
人
間
の
基
本
的
な
欲

求
に
反
す
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
者
は
、
与
え
続
け
る
こ
と
を
理
想
の
生
き
方
と

し
て
い
る
の
で
す
。

（
か
ざ
ま
・
の
り
お
＝
政
策
学
部
教
授
）

エ
ッ
セ
イ

風　

間　

規　

男

『
小
さ
き
者
へ
の
ま
な
ざ
し
』

◎
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
は
、
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

◎
当
日
の
奨
励
題
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
内
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

火
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂
　
毎
火
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

水
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂
　
毎
水
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

金
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

同
志
社
京
田
辺
会
堂 

言
館
礼
拝
堂
　
毎
金
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

火
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
　

神
学
館
礼
拝
堂
　
毎
火
曜
日
17
時
30
分
～
18
時
10
分

水
曜
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
　
　

ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
　
毎
水
曜
日
10
時
45
分
～
11
時
30
分

金
曜
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

　
同
志
社
礼
拝
堂
　
毎
金
曜
日
12
時
35
分
～
13
時

京
田
辺
校
地

今
出
川
校
地

月   

日

奨
　 

励 
　
者

11 　／　 19
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　
　
　
三
　
木
　
メ
　
イ

12 　／　 3
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
桂
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
熊
　
谷
　
沙
　
蘭

12 　／　 10
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
橋
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
仲
　
程
　
愛
　
美

12 　／　 17
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
岡
本
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
栗
　
原
　
宏
　
介

1 　／　 7
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
橋
教
会
牧
師

　
　
　
仲
　
程
　
愛
　
美

1 　／　 14
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
千
里
聖
愛
教
会
牧
師

　
　
　
川
　
江
　
友
　
二

1 　／　 21
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　
　
　
三
　
木
　
メ
　
イ

月
　
日

奨 

　
励
　 

者

11 　／　 19
創
立
記
念
礼
拝

同
志
社
幼
稚
園
長

　
　
　
北
　
川
　
雅
　
章

12 　／　 3

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
学
　
生
　
企
　
画

12 　／　 10

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
学
　
生
　
企
　
画

12 　／　 17
ア
ー
ト
ム
株
式
会
社
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
チ
ョ
ン 

イ
ン
グ
ン

1 　／　 7
音
楽
礼
拝
（
同
志
社
教
職
員
合
唱
団
）

神
学
研
究
科
生

　
　
　
吉
　
居
　
美
　
緒

1 　／　 14
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
芦
屋
浜
教
会
牧
師

　
　
　
塚
　
本
　
潤
　
一

1 　／　 21
経
済
学
部
准
教
授

　
　
　
岸
　
　
　
基
　
史

月   

日

奨
　 

励 

　
者

11 　／　 20
創
立
記
念
礼
拝
※

心
理
学
部
教
授

　
　
　
内
　
山
　
伊
知
郎

12 　／　 4
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
部
チ
ャ
プ
レ
ン�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
石
　
川
　
眞
　
弓

12 　／　 11
心
理
学
部
教
授�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
青
　
山
　
謙
二
郎

12 　／　 18
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
醍
醐
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
津
　
田
　
一
　
夫

1 　／　 8
同
志
社
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
鈴
　
木
　
直
　
人

1 　／　 15
頌
栄
短
期
大
学
准
教
授

　
　
　
森
　
田
　
喜
　
基

1 　／　 22
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　
　
　
三
　
木
　
メ
　
イ

月
　
日

奨 

　
励
　 

者

11 　／　 20
創
立
記
念
礼
拝
※

副
学
長

　
　
　
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
プ
ー
ル

12 　／　 4
一
神
教
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
北
　
村
　
　
　
徹

12 　／　 11
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
丸
太
町
教
会
副
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
藤
　
浪
　
敦
　
子

12 　／　 18
ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
主
幹
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
榎
　
本
　
　
　
恵

1 　／　 8
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
南
大
阪
教
会
牧
師

　
　
　
尾
　
島
　
信
　
之

1 　／　 15
商
学
部
教
授

　
　
　
百
合
野
　
正
　
博

1 　／　 22
法
学
部
教
授

　
　
　
村
　
田
　
晃
　
嗣

月   

日

奨
　 

励 

　
者

11 　／　 22
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
平
安
教
会
牧
師

　
　
　
小
笠
原
　
　
　
純

12 　／　 6
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
豊
中
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
山
　
﨑
　
道
　
子

12 　／　 13
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
葵
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
内
　
山
　
友
　
也

12 　／　 20
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
上
鳥
羽
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
月
　
下
　
星
　
志

1 　／　 10
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授

　
　
　
越
　
川
　
弘
　
英

1 　／　 17
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
平
安
教
会
牧
師

　
　
　
小
笠
原
　
　
　
純

1 　／　 24
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
豊
中
教
会
牧
師

　
　
　
山
　
﨑
　
道
　
子

月
　
日

奨 

　
励
　 

者

11 　／　 22
神
学
部
長

　
　
　
越
後
屋
　
　
　
朗

12 　／　 6
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
越
　
川
　
弘
　
英

12 　／　 13
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
同
志
社
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
望
　
月
　
修
　
治

12 　／　 20
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
岡
本
教
会
牧
師�

ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

　
　
　
栗
　
原
　
宏
　
介

1 　／　 10
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
の
原
教
会
牧
師

　
　
　
竹
ヶ
原
　
政
　
輝

1 　／　 17
神
学
部
長

　
　
　
越
後
屋
　
　
　
朗

1 　／　 24
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授

　
　
　
越
　
川
　
弘
　
英

※
京
田
辺
校
地
の
11
／
20
創
立
記
念
礼
拝
は
12
時
30
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
今
出
川
校
地
の
11
／
20
創
立
記
念
礼
拝
の
奨
励
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

◎
12
／
24
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
礼
拝
が
あ
る
た
め
、
両
校
地
と
も
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー
は
行
い
ま
せ
ん
。
詳
細
は
裏
面
の
「
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ワ
ー

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
秋
学
期
後
半
）


